






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ほ」と「ひとりねのやど」 、 「露」 「袖をぬら」すといった表現の類似が指摘できる。
 
④・⑤は、共に落葉を詠んでおり、 「木のはちる」と「紅葉ちる」と
































































































































































































え、歌としては川面に散る紅葉と取り合わせた典型的 ものであこの頃もやはり、歳暮の歌としては詠 れていな った 見るべきであろう。
 
 





















































































































































惟明親王の⑲の歌は、 網代と氷魚の取り合わせや 〈氷魚〉 と 〈日を〉 、














































（ 『広島女子大国文』一〇号、一九九三年九月） 、同「惟明親王歌逸文考証」 （ 『和歌文学研究』六八号、一 九四年五月） 、同「三宮惟明親王伝―誕生から寿永二年まで―」 （ 『国語国文』六四号、一九九五年五月） 同『正治百首の研究』 勉誠出版 二〇〇〇年二月）
 
（４）田仲洋己「三宮惟明親王の正治初度百首詠について」 （ 『中世前






















が神の恵みにあうという名 持つ葵草を、今日この日にかざすという契りが永久に続きますよう。○あふひ草―二葉葵。賀茂葵とも。ウマノスズクサ科の多年草 賀茂神社の葵祭（陰暦四月中の酉の日） 神事 用いられる。恵みに「逢ふ日」を掛ける。○かざす―葵祭 折、葵で冠を飾 こと ▽後鳥羽院の治世の長久を祈る」 （注５掲出書参照）
 
（
10）注
5掲出書。
 
（
11）松原一義・鹿野しのぶ・丸山陽子『和歌文学大系
 
新後拾遺和
歌集』 （明治書院、二〇一七年
 
（
12）黒板勝美『新訂増補
 
国史大系二六巻
 
交替式
 
弘仁式
 
延喜
式』 （吉川弘文館、一九八九年）
 
（
13）田島智子「平安中期の屏風絵と屏風歌の関係―網代を例として
―」 （ 『詩林』五七号、二〇一五年四月）
 
－ 30 －
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（
14）内藤愛子「堀河百首題「網代」をめぐって」 （ 『文教大学女子短
期大学部研究紀要』四五巻、二〇〇二年一月）
 
（
15）
 注
14掲出論文。
 
（
16）
 注
11掲出書。
 
  （きたはら
 
さゆり、広島大学大学院文学研究科博士課程後期在学）
－ 31 －
